
令和５年７月27日

第1６回 新潟県地すべり防止工事士会
上越支部 研修会

新潟県土木部砂防課

「令和５年度 新潟県の砂防行政について」

１ 土砂災害の発生状況

２ 砂防関係施設の整備方針

３ 砂防関係事業費の推移、整備率

４ 砂防関係事業の予算

５ 令和５年の災害関連緊急地すべり対策事業

６ 地すべり対策事業におけるＤＸの取組

７ 事前防災としての地すべり対策事業

説 明 内 容

１／２０



１ 土砂災害の発生状況(1/3)
（国土交通省作成資料）

２／２０

１ 土砂災害の発生状況(2/3)
国土交通省ホームページより

３／２０



１ 土砂災害の発生状況(3/3)
・新潟県では、毎年多くの土砂災害等が発生
・令和４年は、８月の豪雨による災害が突出して多い

・過去１０年間（H24～R3）の災害発生件数・過去１０年間（H24～R3）の災害発生件数

・地すべり355箇所
・土石流100箇所
・がけ崩れ185箇所

新潟県全国第５位

10年間平均：
64件/年

４／２０

命と暮らしを守る
ソフト対策
『警戒避難』

ハード対策
『施設整備』

ソフト対策
『土地利用規制』

『土砂災害防止法』に基づく
・土砂災害警戒区域指定
・土砂災害ハザードマップ作成
・緊急調査
・情報システム整備
・雨量等の観測体制の整備
・大規模崩壊の検知
・土砂災害からの避難に資する
情報の発表 等

・砂防事業
（砂防堰堤、渓流保全工 等）
・地すべり防止工事
（地下水排除工、抑止杭 等）
・急傾斜地崩壊防止工事
（法枠工、擁壁工 等）

『土砂災害防止法』に基づく
・土砂災害特別警戒区域指定
・開発行為の制限、建築物の
構造規制

・特別警戒区域からの家屋移
転の促進

『砂防法』等に基づく
・砂防指定地等による

行為の規制

人命保護

人命・財産の保護

防災・減災対策

開発抑制・人命の保護

県民の命と暮らしを守る防災・減災対策の推進

２ 砂防関係施設の整備方針(1/2)

５／２０



本県における土砂災害危険箇所約10,000箇所のうち、保全人家５戸以上の危険箇所は約4,700箇所あり、
整備率は20～30％と低くなっている。
計画的かつ効率的に施設整備するため、下記整備方針により命と暮らしを守る砂防関係事業を実施する。

新潟県土木部社会資本維持管理計画
令和４年３月改定

①維持管理計画の策定
・砂防設備、急傾斜地崩壊防止施設 ： 平成29年度完了
・地すべり防止施設、雪崩対策施設 ： 平成30年度完了

砂防メンテナンス事業を活用し、計画的に施設の老朽化対策を実施する。

②補修・改築・更新の実施
・砂防メンテナンス事業を活用し、新潟県土木部社会資本維持管理計画に位置付けた目標（令和７年度
までに、健全度C施設のうち、社会的影響度の高い施設（要緊急対策施設）※109施設の対策に着手）の
達成に向け取り組む。

・人家 10 戸以上を保全している施設
・重要な交通網を保全している施設（重要交通網、緊急輸送道路、重要物流道路など）
・常時流水等の影響を受け劣化が著しく進行している（するおそれのある）施設
・土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に存する施設

○重要な保全対象がある箇所
・多くの人家や重要な公共施設（基礎的・基幹的インフラ施設）
・自力での避難が困難な要配慮者利用施設
・地域防災計画に示されている避難所

○災害フォロー箇所
・近年に土砂災害が発生し、引き続き対策が必要な箇所

○災害の危険性が高い箇所
・土砂災害発生の兆候があり、地質・地形・湧水などの状況から
・土砂災害の発生の危険性が高い箇所

※社会的影響度の高い施設（要緊急対策施設）

２ 砂防関係施設の整備方針(2/2)

６／２０

３ 砂防関係事業費の推移、整備率

砂防関係事業費の推移

土砂災害危険箇所等の整備率（令和４年度末時点）

近年はH10ピーク時の２～３割で推移

３か年緊急

H29大型補正 ５か年加速化

土石流危険渓流 地すべり危険箇所 急傾斜地崩壊危険箇所 雪崩危険箇所

新潟県の整備率
(R4年度末) 27.9% 36.7% 23.4% 7.1%

全国の整備率
(H26砂防便覧:

H21年度末時点整備率)
約22％ 約23％ 約26％ ー

備考 保全人家５戸以上 ー 保全人家５戸以上 保全人家５戸以上
７／２０



令和４年３月22日
新潟県土木部砂防課４ 砂防関係事業の予算

・公債費負担適正化計画※に
より、厳格なシーリング

・補正は当初の完全前倒し

※公債費負担適正化計画：
事業費から国費を除く一
般財源のうち、交付税措
置額を除いた県の実負担
額でシーリング

８／２０

５ 令和５年の災害関連緊急地すべり対策事業

９／２０



５ 令和５年の災害関連緊急地すべり対策事業

１０／２０

６ 地すべり対策事業におけるDXの取組

【１】CIMデータの活用
①広田地区（糸魚川市大字北山地内）

１１／２０



６ 地すべり対策事業におけるDXの取組

【１】CIMデータの活用
②阿賀花立地区（東蒲原郡阿賀町花立地内）

【CIMデータ活用の利点】
・迅速な地形データ取得が可能
・元地形データとの比較で明確な地すべり滑動の把握が可能
・効果的な対策の検討が可能

一級河川音無川

１２／２０

６ 地すべり対策事業におけるDXの取組

【２】ICT土工
①国川地区（上越市板倉区国川地内）

施工範囲

空中写真測量結果に基づく３次元設計データ

車載のコントロールボックスに表示さ
れる設計ラインを確認しながら掘削や
法面整形を行う（マシンガイダンス）。

１３／２０



６ 地すべり対策事業におけるDXの取組

【２】ICT土工
①国川地区（上越市板倉区国川地内）

車載のコントロールボックスに表示さ
れる設計ラインを確認しながら掘削や
法面整形を行う（マシンガイダンス）。

完成時写真（平成29年６月末日）

１４／２０

６ 地すべり対策事業におけるDXの取組

【２】ICT土工
②花立地区（妙高市大字花立地内）

車載のコントロールボックスに表示さ
れる設計ラインを確認しながら掘削や
法面整形を行う（マシンガイダンス）。
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古宇座川

工事箇所

地すべり発生範囲

新潟県妙高市大字下平丸
・発生年月日：令和2年2月19日
・保全対象 ：人家11戸、市道 等
・崩壊規模 ：長さ270m、幅90m
・実施内容 ：集水井工

横ボーリング工
アンカー工 等

１５／２０



６ 地すべり対策事業におけるDXの取組

【２】ICT土工
②花立地区（妙高市大字花立地内）

測定点

重機の操作性・作業性○

空中写真測量結果に基づく３次元設計データ

１６／２０

６ 地すべり対策事業におけるDXの取組

【２】ICT土工
②花立地区（妙高市大字花立地内）

工事完成 令和３年11月20日撮影

１７／２０



７ 事前防災としての地すべり対策事業

１８／２０

７ 事前防災としての地すべり対策事業

１９／２０



おわりに

ご清聴ありがとうございました

２０／２０


